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定年退職記念講義

私の教育と研究　～この日を迎えるまでの人生の軌跡～

伊東　寿泰ⅰ

はじめに

　去る2024年 1 月10日（水）に私は定年退職記念講義を行いましたが，本稿はその時の講義を活字に起こした

ものです。したがって，臨場感が伝わるように，話し言葉で記述することをお許しください。講義の大きなア

ウトラインは次の通りです。

序論
TS:  I would like to tell you about my interesting life story until today as my farewell lecture.

本論
1 ．学生から最初の社会人時代まで

2 ．最初の大学院・修士課程時代から First Career の時代

3 ．第 2 の大学院・博士課程時代

4 ．Second Career としての大学教員時代

結論
RTS:  �In this way, this is my speech to you about my interesting life story until today as my farewell lecture.

＜序論＞
　こんにちは。本日は私の定年退職記念講義ということで，ご紹介をいただいた産社の日高先生，江口先生を

始め，皆さん，お忙しい中お集まりくださって誠にありがとうございます。これはまた，今学期の「英語 2 」

という科目授業の一環ということで，その受講生にも出席してもらっています。この「英語 2 」は English 

writing skills を中心に学習する授業で，その中で受講生も英語の Essay Structure の構造を学んでそれぞれ 1

頁ずつの英語文集を書いています。今日の講義は，その英語文集とは内容や分量が違いますので，皆さんが習

っている Essay Structure の構造にだいぶ手を加えて，その実践例としてなるべく可能な範囲でこの講義を構

成してみようと思っています。皆さんに配布したレジュメの中で，TS とは Thesis Statement（主題文），Topic 

S は Topic Sentence，RTS とは Reworded Thesis Statement（再主題文）のことです。またコメント課題のた

めに随時メモしながら聞いてください。ただ普段の授業では主に英語で喋っているので，日本語で話す本日の

講義は，クラスの受講生には少し違和感があるかもしれませんが，逆に理解しやすいものになればいいなあと
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思っています。私の話自体は約 1 時間を考えていますので，よろしくお付き合いください。

　さてこの定年退職記念講義として，標題のように，長年にわたり立命館大学に在籍し経験したことも含めて，

私のこれまでの人生の中でも，主にその教育と研究活動についてお話したいと思います。その教育の内容とし

ては， 1 つは私自身が受けた教育という側面と，私が大学教員として学生を指導するという 2 つの側面があり

ますが，その事をふまえた上で，この Introduction（序論）の最後に位置すべき講義の Thesis Statement（主

題文）を，次のようにしました。

TS: I would like to tell you about my interesting life story until today as my farewell lecture.

　日本語に意訳すると，定年退職記念講義として，今日に至るまでの私の興味深いライフストーリーについて

皆さんにお話しします。最初，このライフストーリーにどのような形容詞をつけようかと悩みました。例えば，

striking, dramatic, stimulating, thrilling 等ですが，どれもしっくりこないので，一応「面白い」という意味で

はなくて「興味深い」という意味で「interesting」life story としました。勿論聞く人によっては必ずしも興味

深いものではないかもしれませんが，今回はこの形容詞にしてみました。そこでこの主題文に沿って本論をざ

っくり 4 つに大きく分類して，「 1 ．学生から最初の社会人時代まで」「 2 ．最初の大学院・修士課程時代から

First Career の時代」「 3 ．第 2 の大学院・博士課程時代」「 4 ．Second Career としての大学教員時代」とし

ました。

＜本論＞
1 ．学生から最初の社会人時代まで

Topic S: この時期は私の人生を方向づけるさまざまな出来事がありました。

　では本論の大きなくくりの最初として「学生から最初の社会人時代まで」についてです。この時期は私の人

生を方向づけるさまざまな出来事がありました。Topic S は，基本的に各段落の最初の文で，その段落のトピ

ックを明示するものです。しかしこの講義では，大きなくくりのトピックを示すものとして便宜的に用います。

（1）　学部生時代
　「人生は出会いで決まる」と誰かが言っていましたが，あながち嘘でもなく，ある程度そうかもしれないと思

うことがありました。これは学部生時代，私が大学 1 回生の時の話です。この時に，それまでの人生で一番の

挫折，すなわち生きている価値を見出せず，自分の能力を疑い，将来を悲観するような経験をしました。そこ

から紆余曲折を経て立ち直ることができたのは，力ある言葉と出会ったからです。その言葉とは聖書の言葉で

す。大抵は人との出会いによって感化されることが多いのですが，私の場合は特に聖書との出会いがあった訳

です。その聖書は何かと一言で言えば，神の言葉です。このことについては，もし時間があれば，後でもう少

しお話しできるかもしれません。

（2）　Challenge & Response
　さきほどの聖書を神の言葉として受け止めてから，私の考えが変わりました。皆さんもそうだと思いますが，

私にもたくさんやりたいことや，嫌でもどうしてもやらなければならないこと等が，あれやこれやとありまし
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た。ただ私達の時間は限られていますので，それらのタスクをリストにするとともに，優先順位をつけて取り

組まなければ，途中でできなくなります。とてもじゃないけどすべてをこなすことはできないのです。

　そこで私は，これらのタスクをチャレンジとして受け止め，それに適切に対応しようとしてきました。短く

言えば「Challenge & Response」（チャレンジと応答）です。その際に気をつけたことは，決意または決断力

という意味の「determination」と忍耐または忍耐力という意味の「endurance」の 2 つです。勿論すべてうま

くできたかというと決してそういうわけではなかったのですが，自分でやると決めたことは石にかじりついて

でもやるという強い決意と忍耐（力）を持って，自分なりに努力しようとしました。なぜなら，自分が決断し

たことは自分で責任を取ることができます，というか，そうするしかありませんし，大事な決断を人に任せた

場合，物事がうまくいかなかった時に，往々にして他の人のせいにしてしまう傾向が私達にはあるからです。

「あの時あなたがそうしたらと言ったでしょ。だからこうなったのはあなたの責任よ」というように。ですから

私はそういうふうにならないように「Challenge & Response」の精神で，物事に取り組もうとしました。そん

なことと前後するように，大学 1 回生の時に挫折した時，こ

のままではいけない，再度自分の自信を取り戻すために

様々なことに挑戦し始めました。例えば，地方放送局で，ラ

ジオ音楽番組のディスクジョッキーに挑戦したり，自分の

アマチュア・バンドを結成し演奏し歌うようになりました。

また初めはとっつきにくい聖書の学びのために，大学の聖

書研究会や教会のバイブルクラスにも顔を出すようにもな

りました。教会のバイブルクラスでは，外国人宣教師が聖

書の話を通して，無料で英語も教えてくれるので，貧乏学

生にはありがたいシステムで，これで少しずつ英語に慣れ

ていくことができるようになりました。

　まあそういうこともやりながら，自分の自信をやがて取り戻すことができ，一応無事に大学の経済学部を卒

業することができました。

（3）　英語教育関係の職場
　さて大学を卒業してからの最初の 1 年ほど，民間の英語教育関係の職場に勤めました。私が最初に英語教育

に携わるようになったのはその時，具体的には1982年ですから，途中空白期間があっても，かなり長い間英語

教育と関わってきたことになります。そして 1 年ほどしてその職場を離れ，その後は別の道に歩んでいきます。

私の中では予定通りなのですが，周りの人達からは驚かれました。今でこそ転職はそれほど珍しいことではな

くなりましたが，その当時何があったのかと，ある意味，衝撃を与えたようでした。ではその予定通りだった

という点をもう少しお話しいたします。

（4）　将来の夢
　実は，私は中学生くらいから音楽が好きで自分でもギターを弾いていました。大学生になると，自然と，プ

ロのミュージシャンになりたい，好きな音楽の分野で活躍したい，という夢を持つようになりました。どんな

感じで私がギタープレイをしていたか，1990年代に自撮りしていたビデオを，今から 2 ~ 3 分程我慢して見て

いただけますか。曲は車の F1レースのテーマ曲「Truth」で，もしかしたら聞いたことのある人もいるかもし
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れません。こんな感じです（本稿ではビデオなし）。

　まあご覧のように，このように音楽が大好きな私でしたが，大学 3 回生の頃，そろそろ就職も含めて自分の

進路を決めないといけない時期になった時に，自分なりに気づいたことがありました。その夢をつかむには，た

だギターが上手く弾けるだけではなく，同時に才能も運も持ち合わせていないと難しいことに気づいたのです。

確かにあきらめずに練習をしていけば，上手く弾けるようになるでしょう。でも上手く弾くだけなら，そんな

人は周りにゴロゴロいました。でも，プロのミュージシャンとして成功するつもりなら，自分でいい曲を作れ

る（あるいは，作り続ける）才能がなければ，遅かれ早かれいずれどこかでいき詰まってしまうと思います。さ

らにいい曲を生み出す才能があったとしても売り出すチャンスに恵まれなければ，ヒット曲を世に出せません。

才能があっても運がなかったために成功できなかった人はたくさんいます。ビッグネームになった人たちによ

ると，よいマネージャーに出会う，デモ曲を作って誰かの目（耳）に留まる，何かの商品・イベントや TV ド

ラマとタイアップして売り出してもらう，あるいはネットでバズッた等と言います。つまり，才能だけではな

く「運」にも恵まれていたと言ってもいいかもしれません。

　しかし，そういう成功した人達とは違って，私には運に恵まれる前にプロでやっていくだけの音楽の才能が

自分にないことに気づきました。さあ，分かれ目はここです。「できるまで諦めなければ夢は実現できるのか。」
「必ず夢は実現できるのか。」皆さんは，どう思いますか。

　私の場合は自分でも驚いたほどに，その夢はハードルが高く実現できない夢なのだ，と諦めがついたのです。

もちろんその時は落ち込んだのですが，案外引きずらなくて済みました。それは次に何かしたいことがあった

からです。それは突然出てきたものではなく，以前から少しずつ頭の片隅にあったものです。ミュージシャン

のようなきらびやかなものではないのですが，自分の人生をかけてもいいと思えるもので，聖書の言葉を伝え

る伝道者や牧師として働きたいというものでした。それで大学卒業後少なくとも 1 年は日本の会社で働き，そ

れなりに社会を経験した後，キリスト教の本場ともいえるアメリカの大学院（神学校）で学ぶという方向性を

決めました。それが先ほど述べた「予定通り」だったという意味です。その実現には，家族も含めて本当に様々

な人たちの助けがあり，今でも感謝しています。

　私がその経験から言えることは，「できるまで諦めなければ，夢は実現できる」ということと同時に，「場合

によっては諦めるのも勇気の一つ。そしてそこで挫折したままではなく，次に挑戦できる何かを見つけること」

が重要だと思っています。ある意味，私は夢を諦めたのではなく別の夢に変えただけかもしれません。人生は

なかなか自分の思い通りにならないことばかりです。しかし，運に任せるような人生ではなく，ある程度自分

でコントロールできる確かな道を歩もうとしたのかもしれません。ただそれも決して平坦な道ではありません

でしたし，一般の人たちから見ると，それは天に任せるような人生で，理解できないものと言われるかもしれ

ません。ただ私にとってはそれが最善の道だという思いが，聖書の言葉によって示されていましたので，特に

その道を疑うことはありませんでした。

2 ．最初の大学院・修士課程時代から First Career の時代
Topic S: この時期は私の人生を彩る（いろどる）様々な出来事がありました。

（1）　修士課程時代
　では大きなくくりの 2 番目についてです。この時期は私の人生を彩る様々な出来事がありました。まず修士

課程時代です。私の最初の大学院生活は，米国の大学院で，専門領域はキリスト教の神学でした。特にアメリ
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カン・ミニストリー・トラックといって，主に牧師を養成する修士課程でした。またその養成課程では新約聖

書学という科目群があって，それを学習・研究する場合には私は新約聖書の原語であるギリシア語（Greek）

も習得しなければなりませんでした。新約聖書はギリシア語で書かれているからです。つまり日本人の私が，ギ

リシア語を日本語ではなく英語で学ぶというちょっとややこしいプロセスになりました。だからといって，日

本語・英語・ギリシア語の言語間で混乱することはそれほどありませんでした。むしろ幾つかの違う言語を知

ることで，理解の助けになることのほうが多いような印象でした。例えば，ギリシア語のこの用語やあの用語

は，日本語ではこう訳され英語ではこう訳されているのか，あるいはこのニュアンスの違いは日本語だけでは

表現しきれないけれど，英語ではこのように表すことができるのか，とか。またはその逆であったりすること

等，面白い発見が時々ありました。ちなみに，新約聖

書のギリシア語の例を右図でご覧ください。これはヨ

ハネ福音書 9 章の冒頭部分ですが，音読してみるとこ

んな感じです・・（音読）・・おそらく知らない外国語

だとやっぱり分かりずらいですよね。

　このように私は，修士課程時代にこのギリシア語を

英語で学びました。しかし，それは難しかったという

だけでなく，日本語や英語の文法を再確認する良い機会にもなりました。もちろんギリシア語を直接日本語で

学ぶよりは，手間も時間もかかりましたが，前述のように逆に理解しやすい面も少なからずありました。

　これは余談ですが，他言語間では翻訳に苦労する表現があります。例えば，言っていることが何にもわから

ない，理解不明という場合に使う「ちんぷんかんぷん」という日本語がありますが，英語ではどのように表現

するのでしょうか。皆さんも考えてみてください。

　面白いことにアメリカ人は慣用的に「It is all Greek to me!」と言います。訳すと「私にとってそれは全くギ

リシア語だ！」アメリカ人にとって，ギリシア語は外国語なので全く分からないという意味合いです。実は，日

本人がアメリカでギリシア語の習得に苦労しているのを見た私の米国の友人たちが，何度も心配な顔をして私

にこんな質問をしてきました。「お前のギリシア語はどんな具合か，ちゃんとついていっているか。」するとす

かさず私が「Oh! It’s all Greek to me!」と言うと，みんなドッと笑ってくれました。

（2）　First Career
　次は，First Career という項目です。まあ，そんなこんなで，予定通り約 3 年で修士課程を修了し，卒業後

は日本に帰って，英会話教室も同時に運営しながら，教会

で牧会の働きを約10年間しました。この牧会とは，牧師と

して働く仕事を指し，元々羊飼いが羊の面倒を見る，牧す

るという言葉からきています。この牧会の仕事が，本当の

意味で私の First Career となりました。この教会での働き

には，聖書の言葉に基づいて，伝道や礼拝等の集会の開催，

教会員の育成や，冠婚葬祭関係の仕事やその司式等があり

ました。右の写真は，イギリスに行った時に現地の教会で

ジャパンウィークという企画があり，そこで私が日本の歌と話を依頼された時のものです。
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（3）　自分の生きる価値や使命
　次に自分の生きる価値や使命という項目です。そういう牧会の仕事をしている間に，段々と家族も増えてい

き，後年に生まれる子どもも含めて，幸いにも 6 人の子どもにも恵まれました。ただその牧会の働きの中でも

特に忘れられないのが，自分の子どもの葬式に喪主として参列することになるとは夢にも思っていなかったこ

とです。世の中にはいろんな苦難があると思いますが，親にとって一番つらいことは，自分の子どもに先立た

れることだと私は痛感しました。私の 3 番目の子どもは，赤ちゃんの時に，病気のため病院の集中治療室で体

中に点滴やチューブをつけられて治療を受ける状態になりました。そして頑張って生きようとしていたけれど，

持ちこえられず，とうとう天国に行ってしまいました。親としては，言葉に表せないほどとてもつらかったこ

とを覚えています。

　そんなことがあった際に，知人から思わず次のような慰めの言葉をかけられました。「伊東さん。他にも子供

さんがいらしてよかったですね」。この知人の言葉はもちろん善意から出た言葉ですが，でもそういうことでは

ありません。一人ひとりがかけがえのない大事な宝物，命です。ほかの誰かで変えられるものではありません。

皆さん一人一人も同じです。皆さんの親にとっては，あなたがたはかけがえのない存在なのです。

　「子どもは神様からの贈り物」という言葉を聞いたことがあるかもしれませんが，これは天から与えられた尊

い存在であるという意味にも取れます。通常，子どもは自分でこの家庭に生まれたかったと言って生まれるわ

けではありませんし，親が男の子や女の子が欲しいと言っても，必ずしもその通りにはなりません。つまり親

の自由にはなりませんし，その意味では子どもは親の所有物でもありません。天から預かった大事な存在です。

人の人智や才能を越えたところから命が授けられるのです。

　その前提に立ち，もしあなたが，自分は単なる進化による偶然の産物ではないと考えるならば，そこには必

然性があり，必然性がある所に目的や価値や，使命が必ずあるのです。

　自分の生きる価値，意味や使命をすでに見つけた人は，どれくらいいるでしょうか。もしあなたがそれをま

だ見つけていないとしたら，大学時代はそれを見つける絶好の機会だと私は思います。通常，大学生にはそれ

だけの時間や自由があり，知力や体力もあります。ですから，可能な範囲でいろんなことにチャレンジし，一

度きりしかない自分の人生の土台をよりよく準備するようにしてください。仮に，もし今そう思えない状況に

あるとしても，それで決してあなたの尊い価値が変わるわけではありません。

3 ．第 2 の大学院・博士課程時代
Topic S: この時期は，言葉の力に魅せられ，特にその言葉を研究した苦しくも幸せな期間でした。

（1）　言葉に魅せられた時代
　次に大きなくくりの 3 番目の「第 2 の大学院・博士課程時代」についてです。まず「言葉に魅せられた時代」

です。前にも述べたように，私は昔から「ことば」に興味がありました。それは，言葉には力があり，時には

人を怒らせたり悲しませたりする一方で，人を喜ばせたり，楽しませたり，励ましたり，元気を与えることが

できるからです。このように言葉には人を動かす力があります。適切な人が適切な場所で人にお願いをしたり

要請をすれば，他の人を動かすことができます。例えば，「あなたを愛している」と好きな人から言われれば，

大抵の人はうれしくなり，気持ちが高揚します。ハッピーになります。また授業中，教室で先生が暑いから窓

を開けてくれと学生に頼むと，大抵の学生はそうしてくれます。怪我をしている人が周りの人に「助けて！」

と言えば，大抵誰かが助けに来てくれます。私はそのような言葉の力に魅了されたわけです。それでこのよう
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な力を持っている言葉のメカニズムやコミュニケーション・プロセスを研究したいと思い，言語学を学ぶよう

になりました。本格的に学んだのは大学院の博士課程に入ってからです。それ以来この言葉と関わって私の人

生の大部分を過ごしてきました。こうして言語学分野の語用論を用いた英語教育研究と，ヨハネ福音書を中心

とした新約聖書の文学的・言語学的研究が私の 2 つの専門領域となったのです。皆さんもご存知のように，偉

人の語録集や格言をはじめ，特に聖書の言葉にはそんな力があり，同時に人生を豊かにする言葉に溢れていま

す。そういう言葉について学べたことは，私にとってはとてもありがたいことでした。

　一方で，正直なところ，研究をすればするほど，芋づる式に自分が知らないことがまだまだたくさんあるこ

とに気づかされます。それは博士論文を執筆している時に感じたばかりではなく，今でもそう感じます。ある

辞典では，研究とは「物事を詳しく調べたり，深く考えたりして，事実や真理等を明らかにすること。また，そ

の内容」とありますが，なかなかそれを究めることは容易ではないというのが率直な感想です。基本的に研究

者は 1 つの分野で活動している場合が多いようですが，私の場合は 2 つの分野なので，尚更そう感じるのかも

しれません。あの有名な理論物理学者のアインシュタインもこう述べたそうです。「学べば学ぶほど，自分がど

れだけ無知であるか思い知らされる。」でも彼はこう言った後で次のようにも言いました。「自分の無知に気づ

けば気づくほど，より一層学びたくなる。」皆さん，如何でしょうか。もしこのように自分の学びに motivation

がつけば，あとはそれに任せて，わくわく楽しみながらその学びを続けられると良いですね。

（2）　南アの博士課程時代
　次に，そうした中での南アの博士課程時代についてです。先に述べたように，私の学生時代は大学 4 年間に

加えて，米国での修士課程と南アフリカ共和国での博士課程の 7 年間で，合計約11年間とわりと長いものとな

りました。その間勉学について，楽しいこと，辛いこと等様々なことがありました。その中の 1 コマを紹介す

ると，1995年南アの博士課程に入学した当初， 7 階建ての大きくて立派な大学図書館を訪れた際，蔵書数も含

めてその施設の充実ぶりに驚きました。次の写真の内，左がその図書館です。右の写真は大学キャンパス内の

他の建物です。キャンパス内とは思えないような洒落た造りをしています。

　その図書館では，私の専門分野の図書は数知れず，特に私の研究テーマに直接関係する本だけでも，横幅 7 m

くらいの背の高い書棚 2 つに分けて配架され，全て私にとって外国語の蔵書でした。それを眼の当たりにした

時の私の感想は 2 つで， 1 つは「あ～，こんなにあるのかあ，大変だなあ」という思いと，もう一つは「こん

なに読むものがあってワクワクするなあ」というものでした。なぜか不思議な高揚感に包まれていました。き
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っとこの最初のワクワク感がなければ，途中で挫折していただろうと思います。

　その後，そういうワクワク感をもって，長かった博士課程を終えて，ようやく聖書学の博士号を取得するこ

とができました。ただその最後の 1 年間は，家族の事情により，私は自分の家族や子どもたちと離れて，南ア

で一人暮らしをしながら，石にかじりつくような研鑽の日々も経験しました。

4 ．Second Career としての大学教員時代
Topic S: この時期は，長年，大学教員として試行錯誤しながらも，

それなりに使命を全うできたと思える期間でした。

（1）　大学教員となるまで
　では，大きなくくりの 4 番目の「Second Career としての大学教員時代」についてです。まず「大学教員と

なるまで」です。博士課程修了後の私は，帰国して生まれ故郷である大分に戻りました。しかし，帰国後の最

初の 1 年間は，私の生活は不安でいっぱいでした。その中でも最大の心配事は，私と家族を支える仕事を見つ

けなければならないことでした。博士号を取得したとしても就職の保証はありません。したがって，バイトで

はなくて手っ取り早く日々の糧を得る方法として，当時自営業をするか営業職になるしかありませんでした。本

当はこれを避けたかったのですが，結局知人の会社で Door to Door の訪問販売の仕事をすることになりました。

まあそれなりに頑張りましたが，最初は戸惑いました。外国人から見れば，一般的に日本人は親切だと思われ

がちですが，セールスになると別です。ドアを開けてくれなかったり，開けても「失せろ！」と怒鳴ったりす

る人もいました。それでも，以前の牧会経験と，聖書にある励ましの言葉のおかげで，約 1 年間はそれで生き

延びることができました。

　その後幸いにも，幾つかの英語科目を大学で教える兼任講師の仕事が地元で与えられました。しかし，それ

では家族を支えるほどの収入はなかったので，同時に地方裁判所の法廷通訳の仕事をしたり，翻訳業も兼任し

ました。

（2）　大学教員時代
　次に「大学教員時代」についてです。その兼任講師から始め，私が英語教員として准教授までを経験した大

学が，立命館学園が設置する別府市にある，立命館アジア太平洋大学（通称 APU）でした。

　この大学は学生数の半分強が日本人学生で，半分弱が海外

からの留学生で構成され，しかも，左の写真のように，キャ

ンパスが自然豊かな山の上，テッペン，にあります。そうす

るとこのキャンパスに行くと，ちょっとした別世界です。日

本にいて海外留学をしている「気分」になれます。2022年の

時には 約100か国以上の国 ・々地域から留学生が来ていて，日

本語とともに，キャンパスのいろいろなところで日常的に英

語が使われています。そんな環境に居て「慣れて」くると，日

本人学生の英語に対する苦手意識がだんだんと薄れてくると

いう不思議な所でした。また私にとっては，教育や研究，特

に様々な大学運営に関わることで，大学教員として育ててもらった場所になりました。そしてそこでの 6 年間
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を経て，いよいよ2007年から立命館大学の衣笠で働き始めることになりました。

（3）　私の研究
　さて学生の皆さんから見ると，教員は授業で教えたり講義をする人というイメージが強いと思います。教員

にもよりますが，実は教員には一般的に 4 つの仕事の分野があると言われています。それは「教育・研究・大
学運営・社会貢献」という分野です。ここでは私の研究分野について，足早にその主な業績を中心に紹介した

いと思います。

　文系の場合，研究業績というと基本的に学術論文や書籍の出版，

学会発表が主になります。その中で，私の中心的な著書は『The 

Story of Jesus and the Blind Man: A Speech Act Reading of 

John 9 』（イエスと目の見えない人の物語：ヨハネ福音書 9 章の

スピーチアクト分析）です。この英文の著書では，物語において

言語がどのように機能するかに注目して，言語行為論の視点から

全部で41節あるヨハネ福音書 9 章を， 1 節ずつ細かく分析したの

で，全部で約500頁ほどになりました。例えば，著者が自分の意図

した意味を読者に理解させ，その意図した結果が実際に読者に起

きるように，ナレーターや登場人物を介してどのように言語を用

いて，コミュニケーションを取ろうとしたかという戦略を分析し

ています。目次が 6 頁ほどあり，内容を分かりやすく図表にした

付録等が約20頁，そして参考文献を記載した頁だけでも約30頁ほ

どあります。自分でもよく書いたものだと思います。

　加えて英語や日本語での学術論文もそれなりにありますが，一応英語で書いていると，世界中の学者も見て

くれます。どれくらいあてになるかは分かりませんが，「Academia.edu」という研究者用のサイトでは，これ

まで800人くらいが私の研究に言及しているよ，というようなレポートもありました。まあ，実際は割り引いて

みないといけないと思いますが，それなりの数の研究者がチェックしてくれているようです。

　また時には世界的に有名な研究書や論文の翻訳も頼まれることもあります。その一つが『ヨハネ福音書 文学

的解剖』という翻訳書です。これはヨハネ福音書研究では，世界で最も有名な書籍の一つで，私も博士課程時

代に英文の原著で大いに参考にさせてもらいました。

　またそのほか，私個人の著書や論文だけでなく，他大学の研究仲間と一緒に，共著でテキストや研究書等を

作成しました。『新約聖書学と現代の宣教』『新約聖書解釈の手引き』『ここが変わった聖書協会共同訳　聖書』

等です。

　その中で科研費プロジェクトの成果物として，他大学の同僚 5 人とチームで出版した『新約聖書解釈の手引

き』は，世界のベストセラーの聖書をどのように読むか，現代においてどのように解釈するか等を分かりやす

く紹介する本です。料理に例えると，素材が『聖書』で，これをどのように調理したら魅力的な料理になるか

という調理法を解説しています。こんな切り方，こんな調理の仕方もありますというように，新約聖書のおい

しい食べ方を紹介するものです。現在も，教科書の一つとして使われています。

　英語分野では，教科書として共著で出版した『Your World: Global Issues for English Learners』，研究書と

しては，これも共著で『Perspectives on English Language Education in Japan』を出版しています。あと，私
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は国内外の学会で研究報告をしたり，幾つかのシンポジウムでのパネリスト参加等もありました。

（4）　英語教育
　続いて教員の仕事の 4 つの分野のうちの，教育に関する話です。産社では私は英語教員ですから英語科目を

主に担当してきました。このアカデミックな英語科目については，皆さんも今習っている通りある程度その内

容を知っていると思いますので，時間の関係でこれは省き，皆さんにもっと身近な話題を提供したいと思いま

す。その話をする前に，ちょっと一息入れるために，10年ほど前に「産社のぷちゼミ」という企画で，英語の

上達法について私が学生からインタビューを受けた時の記録をご覧いただきます（本稿では割愛）。その中の画

像は私が留学していた風景も含まれています。

　今ご覧いただいた記録はこの講義のために 4 分ほどに編集したものですが，元々は20分程のラジオ番組風の

企画でした。作成当時は，以学館の 1 階ピロティで期間限定で流されていました。したがってこの記録自体は

まだまだ続きますが，この辺で私の話に戻します。

　この英語教育の項目で，今日，特に皆さんにお伝えしたい事の 1 つは，大学の授業で習う Academic English

と通常の英会話とは少々違うということです。この「英語 2 」の授業科目では，5-paragraph Essay Structure

の構造を使って英語文集を書くことを学ぶのですが，それには文体やフォーマットの設定があり，文法や語法

に気をつけ，締切や評価を伴うこと等から，日常の英会話とはだいぶ違います。そこにはある程度アカデミッ

クな技術が必要です。しかし一方で，日常英会話はそうではありません。英語が喋れるようになりたいという

学生に，私がよく伝えてる様に「英語は慣れ」ということを意識してください。英語に触れる環境，つまり外

国にいるのと同じような環境を，日本で意図的に作ることによって，誰でも日常英会話くらいなら喋れるよう

になります。そう，自転車の乗り方に慣れたら乗れるように，英語も慣れたら話せるようになるのです。覚え

ている人もいるかと思いますが，「楽しみながら英語を習得する」という点を中心に，工夫次第によっていくら

でも英語が上達可能となることを紹介する本を私は昨年出版しました。題名は『これで変わる！あなたの英語

力！～ 英語の環境つくりのススメ』で，読者の英語レベル，趣味

や興味に応じて，その英語の環境作りの具体的例を紹介するもの

です。

　ではその「趣味や興味を活かした英語の環境作り」ということ

ですが，皆さんの多くは，様々な趣味や関心をお持ちだと思いま

す。大抵の人は，映画が好きだったり，音楽・美術・演劇・ミュ

ージカルの鑑賞が好きだったりします。別に好きではないけれど，

見ているのが全然苦にならなければ問題ありません。また，野球・

サッカー・テニス・バスケットボール・バレーボール・ハンドボ

ール・ゴルフ・水泳・体操等のスポーツをすることが好きな人は

たくさんいますし，実際にそれをしなくてもそれらを見るのが好

きな人は，それこそいっぱいいます。さらにファッションや，小

説・伝記・ミステリー・詩・歴史・マンガ・情報雑誌の読み物が

好きな人，歴史的な建築物や最新の構造物を見ることを好きな人

たちもいれば，旅行好きな人たちもいます。もちろん「Media」

に興味を持っている人たちもいます。今では e スポーツやダンス
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も大人気です。このような例は尽きることがありません。そこでおススメしたいのは，そのような自分の趣味

や関心，好きなものを通して英語を好きになることができる方法です。それらの方法を通すと，だんだんと英

語に対する苦手意識も薄れていきます。先ほどの本『これで変わる！あなたの英語力！』の中から，少し音楽

の話を例にとってみましょう。

　音楽は「Love English」にとっては宝庫です。私も音楽が大好きで，ジャンルを問わず，良いものは良いの

で何でも聞きます。特にジャズ・フュージョンやロックが大好きです。年齢を重ねてくると，静かなアコース

ティックな音楽やボサノバといった音楽も心地よくなってきました。もちろん英語学習のためには英語の歌詞

付の音楽を使うことになりますが，題材に事欠くことはありません。実は私が楽しみながら英語に触れること

ができたのは，音楽のおかげです。このことについて，話がちょっと昔に戻ることになりますが，少し話をさ

せてください。

　私は，中学生ぐらいから姉や友だちの影響で音楽を好きになり，特に洋楽を聴くようになりました。最初は，

サイモンとガーファンクル（Simon & Garfunkel）ビートルズ（The Beatles）やカーペンターズ（The 

Carpenters）を聞き始め，「アメリカントップ40」のようなラジオの音楽番組から流れてくる（格好よくて）新

鮮な音楽に魅了されていきました。その頃はもちろんダウンロードミュージック，ストリーミングミュージッ

クや CD もなかったので，主にラジオ番組を毎週のごとく，今お見せするこのようなカセットテープに録音し，

何度も聞き直していました。そうすると自然と自分も何かの楽器を弾きたいと思うようになり，手っ取り早そ

うで，脚光を浴びやすいギターを始めることにしました。初めはアコースティックギターで，その次はエレキ

ギターと進みました。最初の難関と言われる F というバレーコード（人差指で 6 弦全部を押さえて音を鳴ら

す）も，これも幸い練習しているうちにできるようになりました。これも「慣れ」です。私の中学・高校時代

は1970年代で，ロックやポップスが盛んで，1980年代も続けてロックが全盛期の真只中にいて，その間レッド

ツェッペリン（Led Zeppelin）ディープパープル（Deep Purple）エアロスミス（Aerosmith）ボンジョビ（Bon 

Jovi）等のヘビー / ハードロックを始め，ピンクフロイド（Pink Floyd）イエス（Yes）キング・クリムゾン

（King Crimson）カンサス（Kansas）ボストン（Boston）等のプログレッシブロック（Progressive Rock），エ

リック・クラプトン（Eric Clapton）ウィッシュボーン・アッシュ（Wishbone Ash）クイーン（Queen）とい

ったブリティッシュロック（British Rock），またイーグルス（Eagles）ドゥービーブラザーズ（The Doobie 

Brothers）アース・ウインド＆ファイアー（E W & F）等のアメリカンロック（American Rock）に没頭しま

した。そうこうしているうちに，高校 3 年時は友だち 3 人とバンドを組み，校内文化祭で演奏したのを覚えて

います。

　大学に入学すると，軽音楽部に所属し，数人の友人と一緒にまた音楽グループを作り，私はボーカルとサイ

ドギターを主に担当して，そこで本格的 に（？）英語の曲を歌うようになりました。サイドギターといっても，

私の若い頃は楽譜もそんなになく，出版されていてもレコード購入の方が優先でした。そのため楽譜なしで覚

えるために，いつもコードやフレーズを耳コピしていました。「耳コピ」とは，元の音楽を何度も聴いて，どん

なギターコードやフレーズが使われているか，これは Am, これは G とか，自分の耳で聞き取っていくことで

す。実は，「英語の習得にも共通するのですが，まず模範を真似する」というのがとても大事だということが後

で分かりました。そのためには，文字通り何十回，何百回と聞き直すのですが，好きなので苦になりません。ま

たボーカルなので，英語の歌詞を覚えることになりますが，やはり好きなものなので，苦にならず，楽しみな

がら自然と英語に接することができました。その時多くの外国人歌手たちが，単語を 1 語ずつ発音するのでは

なくて，単語の最後の音と次の単語の最初の音を繋げて歌っているのに気付きました。なるほどそうか，と思
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いながら，自分もマネをしてみると，なんとそれらしく歌えるようになってきました。ビリー・ジョエル（Billy 

Joel）の「素顔のままで」というラブソングでは，流れるように優しく甘酸っぱく語りかけるような歌い方が

印象的でした。一方，そういう中でちょっと驚いたのが別の曲での歌い方で，彼は歌詞を流すように歌うので

はなくて結構 1 語ずつはっきりと歌っていました。「ストレンジャー」というヒット曲はその最たるもので，少

し違う意味で衝撃を受けました。力強く荒々しく歌っているようにも聞こえましたが，発音がはっきりしてい

るので気持ちよく聞けました。いずれにしても，自分のアマチュア・バンドで演奏する曲は，私の好きな曲ば

かりではなく，他のバンドメンバーの嗜好もあること，また時には客にウケそうな曲を選曲する必要もあった

ので，色々なジャンルの曲を歌っていました。「Challenge & Response」の精神で，当時はまあ，とにかくい

ろんな曲に挑戦していましたが，このように私は音楽を通して英語の苦手意識がなくなり，英語を好きになっ

ていったのです。

　ちなみに今考えれば，そんなことをできたのも大学に行かしてもらえたからだなと感謝しています。思うに

「大学時代は，人生でもとてもかけがえのない素晴らしい時代です。（お金は無いかもしれないが）エネルギー

と時間の両方がある時代は今後二度とないかもしれません。そんな素晴らしい時代を有意義に使うのも，漫然

と使うのも個人の自由ですが，ぜひ自分の未来に備えて良い土台を据える時としてください」と，学生の皆さ

んにエールを送ります。

（5）　大学教員としての使命・特権
　さて，話は本論の最後として「大学教員としての使命・特権」についてです。英語教育や大学教育のことで

すが，私が大学で教えたいと思うようになったのは，自分の専門分野を活かしてこのような大学教育に関わる

ことができるのではないかと考えたからです。実際，高校出たての初々しい大学 1 回生が通常 4 年間で素晴ら

しい大人へと見事に成長していきます。そのような彼らの人生が変わっていくその過程で，微力ながらもその

成長のお手伝いができるということは，大学教員としての価値ある使命・特権だと思っています。また喜びで

もあります。人の人生が変わっていくときに，そこに肯定的に関わっていけるという仕事は，教会で牧師をし

ている時も経験したことですから，ある意味その延長線上にあるものだと自分の中では考えています。そして

私は，このような英語や大学教育を通してグローバルな人材として学生が日本や国際社会で活躍していくこと

を願っています。ぜひ皆さんも，日本の社会や世界で英語を使っている場面をイメージしながら，まず何より

も楽しみながら英語に触れていってもらえれば嬉しい限りです。

＜結論＞
RTS: In this way, this is my speech to you about my interesting life story until today as my farewell lecture.

　以上，定年退職記念講義として，今日に至るまでの私の興味深いライフストーリーについての話をさせてい

ただきました。ちなみに，Essay Structure の構造から言えば，これは結論の最初に置くべき RTS，つまり再

主題文です。そして，ここからが Final Thoughts で，いわば結びとなる部分です。

　このように「私の教育と研究　～この日を迎えるまでの人生の軌跡～」と題した話でしたが，この人生の「軌

跡」というのは，実は Miracle という意味の「奇跡」ともかけています。それは，いろいろと紆余曲折を経た

人生にあって，家族，友人，また同僚や職員の皆さんも含めて職場の人達に助けられて，ここまで何とかやっ
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てこれたことはある意味，私にとっての「奇跡」だからです。今は人生何が起こるかわからない時代です。世

界でも日本でもさまざまな困難な状況を眼の当たりにします。最近では，コロナパンデミックがあり，ウクラ

イナ戦争やパレスチナ問題も続いています。2024年の新年早々，能登半島地震や羽田空港飛行機事故等もあり

ました。私たちの生活でもいつなんどき，災害，事故や病気で，仕事や生活を当たり前にできない状況が出て

くるかもしれません。そういう中で「当たり前のことが当たり前にできることの尊さ」に気づかされるのです。

華々しい活躍がなくても，平凡な当たり前のことができてきたことの連続で，この日を迎えることができたわ

けで，私はそのことに改めて感謝するとともに，これは私にとっては「人生の奇跡」だなというふうに思える

のです。

　以上が私の主なスピーチとなりますが，最後に感謝の言葉を述べさせてください。まずこのような，定年退

職記念講義の場を設けてくださった，産業社会学部，特に執行部の先生方と職員の方々にお礼を申し上げます。

ありがとうございました。

　また前任校の立命館アジア太平洋大学での時代も含めて，足掛け約23年間，立命館学園で大学教員としてそ

れなりに勤めあげることができたと思えることは，同僚の先生方や学生を始め，大学や学部の関係者の皆様の

おかげです。この場を借りて深く感謝いたします。

　そして最後の最後になりましたが，本日出席してくださった皆さんや産業社会学部の今後のさらなるご活躍

やご発展を祈念しつつ，本日の私の定年退職記念講義の終了とさせていただきます。ご静聴ありがとうござい

ました。

私の教育と研究　～この日を迎えるまでの人生の軌跡～（伊東寿泰）




